
平成２８年（２０１６年）１０月３０日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

市民と議会の意見交換会を
４会場で開催します

 

２０日　岩手県奥州市議会議員視察来庁（市民
協働事業について）

 三多摩上下水及び道路建設促進協議会
第３委員会

２１日　多摩六都科学館組合議員研修会
２２日　小平市都市計画マスタープラン全体構

想特別委員会（西東京市視察あり）
２６日　多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
２９日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会

第１委員会
 

１日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会
第２委員会

３日　三鷹・立川間立体化複々線促進協議会・
多摩地域都市モノレール等建設促進協
議会合同総会

１６日　大阪府茨木市・柏原市・吹田市・神奈
川県鎌倉市・佐賀県鳥栖市・高知県高
知市・山形県米沢市視察来庁（なかま
ちテラス施設・運営について）

２２日　総務委員会（狭山市視察あり）
２３日　生活文教委員会
２４日　厚生委員会（立川市視察あり）
２５日　環境建設委員会
２６日　幹事長会議 

7　　月

8　　月

 

１日　議会運営委員会
６日　９月定例会初日
７日　９月定例会２日目（一般質問）
８日　９月定例会３日目（一般質問）
９日　９月定例会４日目（一般質問）
 幹事長会議（臨時）
１２日　総務委員会
１３日　生活文教委員会
１４日　厚生委員会
１５日　環境建設委員会
１６日　広聴広報特別委員会
２０日　にぎわいまちづくり調査特別委員会

（市内視察あり）
２１日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２６日　幹事長会議
２７日　議会運営委員会
３０日　９月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

４日　あきる野市議会議員視察（出前講座に
ついて）

５日　愛媛県新居浜市議会議員視察（議会改
革について）

１１日　一般会計決算特別委員会（１３日まで）
１４日　特別会計決算特別委員会
１８日　広聴広報特別委員会（所沢市視察あり）

9　　月

10　　月

意見書意見書意見書
　９月定例会では３件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。

（要旨）

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

　

現
行
の
国
の
奨
学
金
制
度
は
、
独

立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
を

通
じ
て
学
生
に
貸
与
し
、
そ
の
返
済

金
を
次
世
代
の
奨
学
金
の
原
資
と
す

る
形
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
国
立
大
学
、

私
立
大
学
と
も
授
業
料
が
高
ど
ま
り

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
背
景
と
な
っ

て
、
利
用
者
は　

年
度
、
大
学
生
ら

２８

の
約
４
割
に
当
た
る　

万
人
と
増
加

１３２

傾
向
に
あ
る
一
方
、
非
正
規
雇
用
な

ど
に
よ
っ
て
卒
業
後
の
収
入
が
安
定

せ
ず
、
奨
学
金
の
返
済
に
悩
む
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

中
、
政
府
は
６
月
２
日
に
閣
議
決
定

し
た
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
返
済
不
要
の
給
付
型
奨

学
金
の
創
設
を
検
討
す
る
こ
と
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
奨
学
金
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
根
本
的

に
解
決
す
る
具
体
的
な
施
策
は
、
今

後
の
検
討
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
調
査
表
に
よ
る

と
加
盟
す
る　

か
国
の
う
ち
、
給
付

３４

型
奨
学
金
制
度
が
な
い
の
は
日
本
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
だ
け
で
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
関
係
行

政
庁
に
対
し
、
納
税
者
で
あ
る
国
民

の
理
解
も
得
つ
つ
、
学
生
が
安
心
し

て
勉
学
に
励
め
る
よ
う
、
返
済
不
要

の
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
や
無
利
子

奨
学
金
の
拡
充
な
ど
具
体
的
な
経
済

支
援
策
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

１　

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
若
者
が
経
済

的
理
由
で
進
学
を
断
念
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
奨
学
金
や
授
業
料
免
除

な
ど
の
支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、　
２９

年
度
を
目
途
に
給
付
型
奨
学
金
を
創

設
す
る
こ
と
。

２　

希
望
す
る
全
て
の
学
生
等
へ
の

無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
を
目
指
し
、

有
利
子
か
ら
無
利
子
へ
の
流
れ
を
加

速
す
る
と
と
も
に
、
無
利
子
奨
学
金

の
残
存
適
格
者
を
直
ち
に
解
消
す
る

こ
と
。

３　

低
所
得
世
帯
に
つ
い
て
は
、
学

力
基
準
を
撤
廃
し
無
利
子
奨
学
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

４　

返
還
月
額
が
所
得
に
連
動
す
る

新
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
制
度
設
計
を
着
実
に
進

め
、
既
卒
者
へ
の
適
用
も
推
進
す
る

こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
現
下
の
低
金
利

環
境
を
踏
ま
え
、
有
利
子
奨
学
金
の

金
利
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

あ
て

 　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
５
年

に
な
り
ま
す
が
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
は
大

き
く
、
今
な
お
約　

万
５
千
人
の
方

１７

が
、
長
期
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
政
府
の
原
子
力
災
害
対
策
本

部
は
、　

年
６
月
、
復
興
の
加
速
化

２７

の
も
と
に
、
年
間
積
算
線
量　

㍉
シ

２０

ー
ベ
ル
ト
以
下
、
日
常
イ
ン
フ
ラ
の

原
発
事
故
避
難
者
へ
の

支
援
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

復
旧
、
住
民
と
の
協
議
の
３
要
件
に

よ
る
、
避
難
指
示
区
域
指
定
の
解
除

を
進
め
る
方
針
を
示
し
、
福
島
県
も

避
難
者
に
対
す
る
帰
還
・
生
活
再
建

に
向
け
た
総
合
的
な
支
援
策
を
示
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
避
難
者
に
と
っ

て
５
年
と
い
う
歳
月
は
長
く
、
特
に

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
親
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
中
で
避
難
生
活

と
い
え
ど
も
地
域
に
根
差
し
た
も
の

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
住
宅
や
損
害

賠
償
等
の
支
援
の
継
続
を
希
望
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
者
を
支
援
す

る
団
体
、
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
自
治
体
も
、
総
合
的
な
支
援
の
柔

軟
な
運
用
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
原
発
事
故

避
難
者
の
方
々
へ
の
継
続
的
か
つ
総

合
的
な
支
援
策
が
必
要
と
考
え
、
関

係
行
政
庁
に
対
し
、
原
発
事
故
避
難

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
当
事
者

の
意
見
を
十
分
に
聴
取
す
る
場
を
設

け
、
聴
取
し
た
意
見
を
で
き
る
限
り

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
避
難
者
が

今
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

継
続
的
か
つ
総
合
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

復
興
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て

 　
　

年
４
月
か
ら
の
電
力
小
売
全
面

２８
自
由
化
に
よ
り
、　

㌔
ワ
ッ
ト
未
満

５０

の
低
圧
区
分
で
契
約
し
て
い
る
一
般

家
庭
や
小
規
模
工
場
、
商
店
を
含
む

国
内
全
て
の
消
費
者
が
、
電
力
会
社

を
自
由
に
選
び
、
供
給
側
に
影
響
を

及
ぼ
す
選
択
肢
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　

年
４
月
に
策
定
さ
れ
た

２６

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
は
、

需
要
家
が
多
様
な
選
択
肢
か
ら
自
由

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
需
要
動
向
が
供
給
構
造
に

電
力
小
売
の
全
面
自
由
化
に

伴
い
電
源
構
成
の
情
報
開
示

の
義
務
化
を
求
め
る
意
見
書

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
構
成
割
合

や
供
給
規
模
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ

し
、
供
給
構
造
を
よ
り
効
率
化
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
お

り
、
電
源
に
つ
い
て
多
様
な
選
択
肢

を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。　

年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
経

２６

済
産
業
省
の
小
売
自
由
化
に
関
す
る

国
民
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、
約
７
割

（　

・
９
％
）
が
小
売
自
由
化
を
推

６８
進
す
べ
き
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
消
費
者
の
選
択
の
自
由

を
実
質
的
に
確
保
す
る
た
め
の
電
源

構
成
等
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
は
、

　

年
１
月
に
経
済
産
業
省
が
公
表
し

２８た
、
電
力
の
小
売
営
業
に
関
す
る
指

針
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
チ
ラ
シ
等
を
通
じ
て
需
要
家

に
対
す
る
電
源
構
成
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出

係
数
の
情
報
の
開
示
を
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
事
業
者

の
努
力
を
求
め
る
の
み
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

消
費
者
が
電
力
会
社
や
そ
の
電
力

メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
す
る
た
め
に
は
十

分
な
情
報
が
必
要
で
あ
り
、
電
源
構

成
に
関
す
る
情
報
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
電
気
の
地
産
地
消
を
重

視
す
る
消
費
者
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
事
業
者
の
努
力
を
求
め
る
の

み
で
は
、
開
示
し
な
い
事
業
者
が
あ

れ
ば
、
消
費
者
は
比
較
検
討
す
る
た

め
の
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
消
費
者
の
選

択
の
自
由
を
実
質
的
に
確
保
す
る
た

め
に
、
次
の
事
項
を
要
請
い
た
し
ま

す
。

１　

小
売
電
気
事
業
者
に
対
し
、
電

源
構
成
の
情
報
開
示
を
義
務
づ
け
る

こ
と
。

２　

電
源
構
成
の
情
報
に
つ
い
て
は

料
金
明
細
へ
の
記
載
な
ど
、
消
費
者

の
目
に
と
ま
り
や
す
い
形
で
明
示
す

る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
あ
て

 
《
小
学
３
年
生
》

○　

月
７
日　

五
小　

人

１０

８６

○　

月　

日　

上
宿
小　

人

１０

２０

７５

 　

平
成　

年
７
月　

日
発
行
の
こ
だ

２８

３１

い
ら
市
議
会
だ
よ
り
第　

号
に
お
い

２２８

て
、
６
面
、
細
谷
正
議
員
の
一
般
質

問
「
学
生
、
若
者
の
学
ぶ
希
望
に
応

え
、
給
付
型
奨
学
金
を
検
討
せ
よ
」

の
答
弁
者
を
教
育
長
と
記
載
し
ま
し

た
が
、
市
長
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー

議
場
見

議
場
見
学学

市
議
会
だ
よ
り
の

訂
正
と
お
わ
び

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
及
び
市
議
会

だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版
に
つ
き
ま
し
て

は
訂
正
後
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

 　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度

２８

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
案
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

積
極
的
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特
別
委
員

一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

 

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
及
び
無
利
子
奨
学
金

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　各常任委員会が進めている政策課題調査について報告し、市民の皆
さんと意見交換を行います。内容は以下のとおりです。ご参加をお待
ちしています。

定　員　各会場40人程度　※当日直接会場へお越しください（先着順）
その他　難聴の方々の聴こえをサポートする磁気ループを準備
問合せ　議会事務局　042（346）9566

日時：11月３日（木・祝）
10時～12時

場所：花小金井北公民館　ホール
担当：生活文教委員会

みんなでつくる
（仮称）災害対策基本条例

日時：11月３日（木・祝）
14時～16時

場所：御幸地域センター　集会室
担当：厚生委員会

SOS　孤立の防止を考える
～広げよう見守りの輪～

日時：11月６日（日）
14時～16時

場所：なかまちテラス　ホール
担当：環境建設委員会

自転車が似合う
小平のまちづくり

日時：11月４日（金）
19時～21時

場所：中島地域センター　集会室
担当：総務委員会

便利な窓口サービス
とは何か

議 会 日 誌
7月20日～10月18日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌


